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１．はじめに 
 私たちの生活の中に当たり前に存在する「色彩」を、新たな視点で活用する試みができ
ないだろうか。そのような想いから 2007 年より色彩を活用した研修や教材開発を行ってき
た。これまで社会福祉協議会をはじめとする福祉・介護業界や教育、団体などを対象に実
践研究を重ね、色彩カード「スマイル色サプリ®」を開発した。この色彩カードは和の伝統
色 21 色を活用した色合わせゲームと色名カルタになっており、色彩を通したコミュニケー
ションツールとして好評を得ている。 
 研修受講者からは「色彩で脳が活性化された。」（50 代男性）、「早速施設に帰ったら利用
者さんと一緒に楽しみたい。」（30 代介護職員）など、色彩の効果を体感する声が多く寄せ
られた。普段は何気なく見逃しがちな色彩だが、このような教材を使い、研修内で色彩の
効果や機能を紹介しながら実践することで、参加者は色彩に対して新たな視点を持つ。遊
びの中から学びや気づき、コミュニケーションの向上などを体感することが重要である。 
 これらを背景に、2016 年に札幌市固有の地域資産を活用した色彩カードゲームの企画開
発に至った。札幌市は美しい都市景観を“色彩”で整備するためのカラーパレット「札幌
の景観色 70 色」を 2004 年に策定しており、他にない固有の地域資源である。 
札幌の景観色 70 色を通しては札幌固有の色彩、気候風土、文化、歴史基盤などを学ぶこ
とは、地域への興味関心や地域コミュニティ向上に繋がると考える。これまでは「和の伝
統色」を活用した色彩教材であったが、本実践研究では「札幌の景観色 70 色」を活用した
色彩教材の企画開発を行う。 
教材の内容を札幌市に特化し地域色を出すことの効果、教材開発の経緯と手法などを考
察する。色彩は普遍的なもので、活用方法は多岐にわたる。これまでの研究の応用として
「札幌の色」を活用することで札幌市民のコミュニティの在り方やまちづくりへの意識向
上など、より身近な感覚で実践研究を行うことができた。 
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２．背景 
 これまでの色彩を活用した研究は次の通りである。前々稿１では新ひだか町社会福祉協議
会主催の「ボランティアコーディネーター研修」、みんなで、ひと、まちづくり委員会（千
歳教育委員会）主催の講演会「私（シニア）のオシャレを見つけよう～あの輝きをもう一
度～」、津別町社会福祉協議会、津別町地域包括支援センター合同主催の「ボランティアコ
ーディネーター研修」の３団体において、色彩を取り入れた研修とアンケート調査、ヒア
リングを実施した。 
このような色彩をテーマに講演会や研修を実施することにより、３団体のいずれも参加
者の増加がみられた。特に社会福祉協議会主催の研修は、参加者が固定されている背景が
あり、地域活動やボランティア活動などの新たな人材発掘に苦労していた。色彩は幅広い
年代に興味関心を持ってもらえるテーマであり、これまでとは異なる参加者が見られ、地
域において新たな人材の発掘に繋がることがわかった。 
前項２では実践研修の数を増やし、色彩研修が地域活性化事例を検討するため、名寄市社
会福祉協議会主催の「平成２７年度第４回市民ボランティア講座」で引き続き研修の研修
内容とアンケート調査の考察を行った。 
アンケート調査結果から現状では地域交流不足を不満に思う声が確認できた。このよう
な地域交流不足を解決する手法の一つとして、本研修が有効であることが窺えた。研修受
講者から「色は年齢を問わず皆が知っているものなので、一緒に楽しめました。」、「小さい
子供でも集中し、楽しく遊べると思った。」など、世代を超えた交流が不足している現状課
題にアプローチできることができると考えられる。色彩は老若男女に受け入れられる特性
を改めて確認できた。このような地域交流不足に対して、色彩を活用した研修は地域活性
化に役立てることが可能であることから、新たな色彩教材開発を実施することにつながっ
た。 
これまでの研究で地域交流向上の効果が観察できた「色合わせカードゲームと色カルタ」
を題材に、「札幌の景観色 70 色」バージョンを製作し、地域資源の発掘と地域コミュニテ
ィの向上を目的とする。 
 
３．札幌の景観色 70 色とは 
３－１.概要 
 札幌市固有の色彩を活用し、景観色彩を整備するための「札幌の景観色 70 色（以下 70
色）」というカラーパレットがある（図 1）。2004 年 6 月に大規模建築の色彩景観ガイドラ
インとして札幌市が策定した３ 。70 色には札幌固有の色名が付けられ、多くの市民に景観色
彩の重要性に関心を持ってもらうこと、色名の他に具体的なマンセル数値も表記し色彩計画に適
していること、誰もが美しいと感じる魅力ある札幌の色彩景観の創出を目指すことを目的に作ら
れている４。 
 札幌の都市景観は整備される予定であったが、12 年を経た現在でも 70 色の存在は市民に
定着しておらず、建築主や施工者にも周知されていない 。70 色は札幌の地域資源がわかり
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やすいガイドラインであり、札幌らしい色名がつけられた固有の財産である。 
70 色は「札幌らしい色彩」と「札幌らしい色名」を考慮して作られていることから、こ
れを本教材に活用することにし、「知る・遊ぶ・学べる」教材としてカードゲームの企画開
発・製作を行った。 
カードゲームにすることで幅広い年代を通して手軽に取り入れられることが期待される。
景観色彩と地域の歴史や気候風土を繋げて学ぶことで、地域への愛着が沸き、地域資産の
再発見にも繋がると考える。また、景観整備という視点からのまちづくりや興味関心向上
の効果も期待できる。 
 
 
図 1. 札幌の景観色 70 色カラーパレットの一部 
 
３－２.札幌の景観色 70 色の特徴 
 70 色の特徴は札幌の気候風土に合ったカラーパレッドであるが、実際に 70 色で塗装され
た建物と、一般的な塗料で塗装された建物ではどのような違いがあるのかを筆者は以前検
証している。 
 一般的な日本塗料工業会の塗料標準色と、景観色 70 色の特徴は、筆者の比較研究の結果によ
ると、特に中景・遠景での色の見え方に差異が生じることを明らかにしている５。 
 通常、中景や遠景になるほど大気遠近法によって、色相は青みがかり、彩度は落ちる傾向にあ
る。しかし、景観色 70 色は、色相のぶれが起こらず、彩度も標準色に比べると低下が少ない。
つまり景観色 70 色の特徴は、遠くから離れて見ても色相の変化が少なく鮮やかさを保ったまま
であることから、札幌の気候風土に調和し、美しい景観を作るのに最適な色彩であることが言え
る。 
 また、70 色を活用した「札幌市大通公園のベンチ塗替えプロジェクト」には、市民がボ
ランティアペイントをすることで街に愛着が沸き、まちづくりの一環として効果があるこ
とを検証済みである６。市民ボランティアペイント時に調査したアンケート結果は次の通り
であった。 
1）日時：2015 年 4 月 25 日 
2）場所：大通公園西 5 丁目 
3）参加者属性：男 35 名、女 42 名。合計 77 名。（年代別は表 1 の通り） 
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4）アンケート項目 
①札幌の景観色 70 色をご存知でしたか？ 
②美しい景観や色彩を整備することは、観光資源になると思いますか？ 
③市民参加の景観づくりは、札幌の活性化に役立つと思いますか？ 
④参加した感想をお聞かせください（複数回答可） 
次より選択（また参加したい/景観に愛着が増えた/知り合いができた/知人に伝えたい/ 
楽しかった/今後、専門家のワークショップがあれば参加したい） 
⑤札幌の景観をイメージするキーワードを３つお答えください。 
次より選択（活気のある/なつかしい/すがすがしい/都会的な/カジュアルな/ダイナミックな/
若々しい/格調のある/のどかな/伝統的な/おとなしい/人工的/自然な/刺激的な/上品な/殺伐と
した/派手な/豊潤な/爽やかな/合理的な） 
 
表 1.参加者属性 
 男性 女性 合計 
10 代 3 2 5 
20 代 1 10 11 
30 代 6 7 13 
40 代 11 8 19 
50 代 3 7 10 
60 代 7 5 12 
70 代 3 2 5 
80 代 1 1 2 
合計 35 42 77 
 
（１） 札幌の景観色 70 色の認知度 
 「札幌の景観色 70 色をご存知でしたか？」の質問に、「はい」の回答が合計 18 件、「いいえ」
の回答が合計 59 件であった（図 2）。市民ボランティアを募っていることから、より多くの興味
関心があることを想定していたが景観色 70 色の認知度が低い結果となった。 
 
 
図 2. 札幌の景観色 70 色をご存知でしたか 
 
（２） 美しい景観は観光資源になるか 
「美しい景観や色彩を整備することは、観光資源になると思いますか？」の質問に、ほぼ全員
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が「なる」との回答であった（図 3）。 
 このことから、景観色 70 色への認知度は低いが、美しい景観づくりには興味関心があること
が窺える。固有の色名やカラーストーリーを提示することで、札幌らしさを PR することが可能
である。 
 
図 3. 観光資源になると思いますか 
 
（３）地域活性化に役立つか 
 「市民参加の景観づくりは、札幌の活性化に役立つと思いますか？」の質問に、ほぼ全員が「役
立つ」と回答した（図 4）。この回答結果は次の質問項目と合わせて考察する。 
 
 
図 4. 地域活性化に役立つか 
 
（４） 参加した感想 
 この項目は「参加した感想をお聞かせください」という質問で複数回答可とした（図 5）。約
9 割の参加者が「また参加したい」と回答した。さらに、「楽しかった」、「知人に伝えたい」、「知
り合いが増えた」という回答もあり、フェイスブックなどの SNS で発信している参加者も多く
見られた。 
「景観に愛着がわいた」、「専門家のワークショップがあれば参加したい」という回答もあり、
景観色彩へ前向きな意見も聞かれたことから、本プロジェクトの第一歩としては大変有意義であ
ったと言える。前述した図 3 と合わせて考察すると景観色彩を通して新たな交流が生まれ、愛
着を持つことで地域の活性化が期待できる。 
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図 5. 参加した感想 
 
（５）札幌のイメージ 
「札幌の景観をイメージするキーワードを３つお答えください。」の回答を図 6 に示す。 
どの年代にも「自然な」「のどかな」という回答が多く、「都会的な」も比較的どの年代にも共
通して見られることができる。 
また、「さわやか」、「すがすがしい」など清涼感が連想されるキーワードの回答も見られるこ
とができた。 
これらのことから札幌のイメージは、北国ならではの清涼感、そして大自然と都会が融合した
イメージが読み取れる。このイメージを札幌らしさのキーワードとして捉えることで、今後様々
な取り組みのベースに置くと効果的であるだろう。 
 
 
図 6. 札幌のイメージ 
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４．教材概要 
４－１.教材開発と周知の方法 
 本教材開発では、完成後に一般に周知する流れではなく、開発時点から多くの市民と共に
共同で製作し、より多くの市民に興味関心を寄せてもらうことも必要であると考えた。 
札幌のまちづくり活動を行っている団体７と共に活動し、クラウドファンディングでの資
金集めや PR を行い、完成後は札幌市内の児童会館など約 250 ヵ所へ寄贈をした。これら一
連の活動が多くの地元メディアに取り上げられ、まちづくりや地域への興味関心にも繋が
った８。 
 クラウドファンディングは昨今人気のある手法で、発案者と支援者が共に完成への達成
感を味わえることで心理的満足度が高い。期間は 2016 年 6 月 3 日から 8 月 2 日までの 2
か月間で行った。一般的なクラウドファンディングはインターネットで発案者と企画者が
つながるバーチャルなものが多いが、本企画開発では支援先が札幌市内のカフェや店舗な
どの実在する 18 カ所であり、支援内容が直接伝わる仕組みを取り入れ、128 名が支援して
くれた。本開発に必要なカード製作費予算 300,000 円で支援を募ったところ、予算を超え
る 379,500 円（126％達成）の資金が集まり、予定よりもカードの内容を上げることもでき
た（図 7.8）。 
デザインや素材にもこだわり、印刷の色校正など予定より時間を要したが、最終的には
多くの方に喜ばれる教材が完成した。 
 
  
図 7. クラウドファンディングのチラシ       図 8. 最終的支援の金額 
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４－２.教材内容 
カードは札幌の色を意味する造語で「さぽら」と命名した。「SAPPOLOR＝SAPPORO＋
COLOR」。札幌らしさがわかりやすく伝わるネーミングである。 
形状はトランプ型（W90×D63mm）で、70 色の中から 22 色を選定した。22 色を選定し
た理由は先述した色彩研究で 20～22 色がゲームを行う枚数として適していること、色彩の
バランスと札幌らしい色名を考慮した。 
色名は表 1 の通りである。70 色の中から活用した色名は「藍の里」「蝦夷松（えぞまつ）」
「ビア茶」「生チョコ」「郭公（かっこう）」「藻岩山」「モエレ沼」「ペチカ」「蝦夷栗鼠（え
ぞりす）」「墨烏（すみがらす）」「札幌軟石」「札幌玉葱」「薄（すすき）」「キャベツ」「蝦夷
延胡索（えぞえんごさく）」「ライラック」「雪まつり」「雪花（せっか）」「鈴蘭」「陽光白（シ
ャイニングホワイト）」「綿毛」「雪虫」の 22 種類である。（表 2 の※印） 
ゲームは 2 種類で、①色合わせゲーム（色記憶ゲーム）、②色名カルタである。それぞれ
のカードには札幌の歴史や気候風土などが学べる解説を本企画開発で独自に付加した。こ
のような歴史的背景や特徴も学べる解説は、地域への興味関心が深まることが期待される。
また、札幌へ訪れる観光客に向けた情報発信や観光資源になると考える。 
さらに、札幌市が公表している 70 色の色指定番号は建築業界で使用するマンセル値のみ
のであったが、景観色彩を広く周知するためには Web や紙媒体での汎用性も必要であると
考え、本教材では Web カラーとプロセスカラーの色番号もカードに掲載した。22 枚のカー
ドから一部を表 3 に紹介する。 
 
表 2.札幌の景観色 70 色カラーパレットの色名と色番号 
 札幌の景観色 70 色の色名 マンセル値 一般的色名  
1 薄桜（うすざくら） 10RP9.0/0.8 ごくうすい赤  
2 雪灯（ゆきあかり） 2.5Y9.0/0.5 ごくうすい橙  
3 乳白（ミルキースノー） 10YR9.0/0.5 ごくうすい橙  
4 鈴蘭（すずらん） 5GY9.0/0.5 ごくうすい黄緑 ※ 
5 陽光白（シャイニングホワイト） 10G9.0/0.8 ごくうすい緑 ※ 
6 氷白（アイズグリーン） 5BG8.5/1.0 ごくうすい青緑  
7 氷柱（つらら） 7.5PB9.0/2.0 ごくうすい青紫  
8 雪花（せっか） 2.5P9.0/2.0 ごくうすい紫 ※ 
9 水晶白（クリスタルホワイト） 10B9.0/1.5 ごくうすい青  
10 新雪（しんせつ） N9 白  
11 綿毛（わたげ） 5RP8.5/0.5 うすい赤 ※ 
12 百合が原（ゆりがはら） 5YR8.5/0.5 うすい橙  
13 白樺（しらかば） 7.5Y8.5/1.0 うすい黄  
14 蕗の薹（ふきのとう） 5GY8.5/1.5 うすい黄緑  
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15 氷雨（ひさめ） 7.5G8.0/2.0 うす緑  
16 雪まつり（ゆきまつり） 5BG8.0/2.0 うすい青緑 ※ 
17 雪虫（ゆきむし） 6PB8.5/2.0 うすい青 ※ 
18 リラ霞（りらかすみ） 5RP8.0/1.5 うすい紫 ※ 
19 凍白（とうはく） 10B8.0/1.5 うすい灰青  
20 霧氷（むひょう） N8.5 うすい灰  
21 白茶（しらちゃ） 10R8.0/1.0 明るい赤  
22 雪消水（ゆきげみず） 7.5YR7.5/1.0 明るい橙  
23 札幌玉葱（さっぽろたまねぎ） 5Y8.0/2.0 明るい黄 ※ 
24 キャベツ（きゃべつ） 5GY8.0/2.0 明るい黄緑 ※ 
25 創成柳（そうせいやなぎ） 5G7.0/2.0 明るい緑  
26 樹氷（じゅひょう） 5BG7.0/2.0 明るい青緑  
27 雪影（ゆきかげ） 6PB7.0/2.0 明るい青  
28 ライラック（らいらっく） 5RP7.0/2.0 明るい紫 ※ 
29 薄氷（うすごおり） 2.5B7.0/2.0 明るい灰青  
30 銀鱗（ぎんりん） N7.5 明るい灰  
31 カフェオーレ（かふぇおーれ） 10R7.0/1.5 くすんだ赤  
32 ベージュ（べーじゅ） 1Y7.0/1.5 くすんだ橙  
33 薄（すすき） 7.5Y7.5/3.0 くすんだ黄 ※ 
34 中の島（なかのしま） 5GY6.5/2.0 くすんだ黄  
35 楡（えるむ） 2.5G6.2/4.0 くすんだ黄緑  
36 山鳴らし（やまならし） 5BG6.0/4.0 くすんだ緑  
37 蝦夷延胡索（えぞえんごさく） 6PB6.0/5.0 くすんだ青緑 ※ 
38 藤野（ふじの） 5RP6.0/2.0 くすんだ紫  
39 札幌軟石（さっぽろなんせき） 5B6.0/1.5 くすんだ灰青 ※ 
40 吹雪（ブリザード） N6.5 くすんだ灰  
41 ミルク金時（みるくきんとき） 10R5.7/4.0 濃い赤  
42 蝦夷りす（えぞりす） 5Yr5.7/4.0 くすんだ橙 ※ 
43 馬鈴薯（ばれいしょ） 2.5Y5.7/4.0 くすんだ黄  
44 羊ケ丘（ひつじがおか） 7.5G5.7/4.0 くすんだ黄緑  
45 モエレ沼（もえれぬま） 10GY5.0/4.5 くすんだ黄緑  
46 オーロラ（おーろら） 5BG4.3/4.0 くすんだ青緑  
47 ラベンダー（らべんだー） 6PB5.5/3.0 くすんだ青紫 ※ 
48 雁金草（かりがねそう） 7.5RP4.5/2.0 くすんだ赤紫  
49 郭公（かっこう） 5B5.0/1.5 くすんだ灰青 ※ 
50 蝦夷梟（えぞふくろう） N5.0 濃い灰  
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51 ペチカ（ぺちか） 7.5R3.0/8.0 暗い ※ 
52 蝦夷鹿（えぞしか） 5YR4.0/6.0 暗い赤  
53 ビア茶（びあちゃ） 7.5YR4.0/6.0 暗い茶 ※ 
54 藻岩山（もいわやま） 5GY4.0/6.0 暗い黄 ※ 
55 三角山（さんかくやま） 10GY4.0/4.0 暗い黄緑  
56 ポプラ（ポプラ） 7.5G4.0/4.0 暗い緑  
57 豊平川（とよひらがわ） 5PB4.0/3.5 暗い青紫  
58 小豆（あずき） 7.5RP2.3/4.0 暗い赤紫  
59 石切山（いしきりやま） 10B4.0/1.5 暗い灰青  
60 開拓使（かいたくし） N3.5 暗い灰  
61 煉瓦（れんが） 7005R203/6.0 ごく暗い赤 ※ 
62 生チョコ（なまちょこ） 2.5YR2.3/4.0 ごく暗い橙  
63 団栗（どんぐり） 10YR3.3/4.0 ごく暗い黄  
64 熊笹（くまざさ） 5GY3.3/4.0 ごく暗い黄緑  
65 芸術の森（げいじゅつのもり） 2.5G2.3/4.0 ごく暗い緑  
66 蝦夷松（えぞまつ） 2.5BG2.3/4.0 ごく暗い青緑 ※ 
67 藍の里（あいのさと） 5PB2.3/2.5 ごく暗い青  
68 蝦夷紫（えぞくらさき） 5RP2.3/2.5 ごく暗い紫  
69 月無夜（ミッドナイト） 5PB2.0/1.5 ごく暗い灰青  
70 墨烏（ずみがらす） N1.5 黒 ※ 
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表 3. カードデザインと読み札、解説 
 
モエレ沼 
読み札：「ひ」 
ひとりでも 家族でも 仲間でも 
イサムノグチと遊ぼう モエレ沼 
解説： 
「モエレ」は、アイヌ語の「モイレベツ」が語源で、「モ
イレ」は「静かな水面」・「ゆったりと流れる」、「ペツ」
が「川」を意味します。かつてのゴミ処理場の跡地を造
成した現在のモエレ沼公園は、彫刻家や造園家など多彩
な才能を持つイサム・ノグチ（1904-1988）が設計し、1
年を通じて市民に親しまれる場として再生しえいます。
 
 
ペチカ 
読み札：「ゆ」 
雪やこんこ 薪はパチパチ  
猫はペチカで丸くなる 
解説： 
ロシア語で暖炉を意味する「ペチカ」。日本では煉瓦で
造り付けた暖房器具を指します。煉瓦の熱は吸収と保温
性が高いため、一度温度が上がれば、放射熱で部屋を長
時間温めることができます。北海道における煉瓦づくり
は 1872（明治 5）年、現在の北斗市（旧上磯町）で始ま
り、のちに札幌近郊から江別地域へと移っていきまし
た。 
 
札幌玉葱 
読み札：「じ」 
ジューシーだなぁ 甘みが違うぞ  
東区の自慢だ札幌玉葱 
解説： 
札幌玉葱の解説は、「1871（明治 4）年、アメリカから
輸入した種子を用いて、日本初の玉葱が札幌官園（開拓
使）で試作されました。これが、今では“幻の玉葱”と
も呼ばれる「札幌黄」です。栽培が難しい一方、肉厚で
柔らかく、甘みが強いのが特徴です。その価値が高く評
価され、世界遺産の食材版ともいわれる『味の箱舟（ス
ローフード協会）』にも登録されています。 
 
 
― 99 ―
人間生活学研究　第24号・2017年 3月
５．研修での検証 
完成した教材は札幌市内の児童会館など約 250 ヵ所へ寄贈した。児童会館からは「さぽ
ら 大好き ありがとう！」という手紙も後日受け取ることができた（図 9）。感想も書か
れており、「かーどのいろがたのしかったです。ありがとうございました。」、「いろんなも
ようがとってもきれいでした。ありがとうございました。」など、カードのデザインや色遣
いに興味を持っていた。 
また、今回の一連の活動が NHK の特集に取り上げられ取材を受けた。2016 年 12 月 3 日
に９対象は 4 歳から中学 1 年生の 10 名に、札幌の景観についての説明とカードゲームを実
施した。カードゲームを進めながら、札幌の歴史や気候風土、街並みの色を整えることの
重要性などを解説し、教材を通して景観色彩やまちづくり（都市経営）に興味関心を持ち、
札幌への愛着が向上することを目的に行った。 
導入で「札幌に似合うまちの色（景観色）を知っていますか？」の質問に対して答えは
全員が「知らない。」であり、これは予想通りの結果であった。筆者が行ってきた研修で必
ず聞く質問事項であるが、「知っている。」と回答するのは全体の 1 割程度である。先述し
た大通公園の市民ボランティアペイントのアンケート調査でも同様の事が窺える。 
 だが、今回の教材で遊びながら学ぶことで、自分たちが住む札幌市に興味関心が向上し
た。参加者へのヒアリングでは、「楽しかった。」、「知らないことを知れてよかった。」、「友
達にも教えたい。」など、カードを通して札幌の景観色を知り、札幌の気候風土や歴史を学
ぶことの重要性が確認できた（図 10）。 
 
   
図 9. 児童会館からの手紙        図 10. 研修の様子 
 
５－２．大人を対象とした研修実施 
 同様に大人を対象にした研修を 2 ヵ所で実施した。2017 年 2 月 6 日に対象は 20 代～40
代の男女 12 名と１０、2016 年 2 月 27 日に対象は 20 代～40 代の男女 18 名である１１。 
 いずれも導入で「札幌に似合うまちの色（景観色）を知っていますか？」の質問に対し
て答えは全員が「知らない。」であり、これまでと同様の結果だった。 
 カードのデザインや色彩はもちろんのこと、札幌の歴史や気候風土の解説に関心を寄せ
る参加者が多かった。解説を進める度に「へぇ～。」と一斉に声を揃える場面もあり、札幌
５－１．子どもを対象にした研修実施
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に住んでいながら知らない情報を得ることで、地域への愛着が増すとのコメントもあった。 
 
５.おわりに 
 本実践研究はこれまでの色彩研修を応用させた内容で、「札幌市」に焦点を当てることで、
札幌市民のコミュニティづくりやまちづくりへの興味関心ひくことができた。札幌の景観
色 70 色は 2004 年に策定されたが、13 年を経た現在も札幌市民に周知され現状がある。今
回のクラウドファンディングを含む一連の教材開発と研修活動によって、住民が札幌につ
いて考えるきっかけになった。札幌の景観を色彩で整えることは、住まう人も、訪れる人
にとっても居心地の良い空間であり、記憶に残る景色になるだろう。市民がより地域へ愛
着を持つ機会になることで、色彩を活用したコミュニティづくりの一歩になった。本教材
開発を通して筆者自身もこれまでとは異なるコミュニティへの参加や人脈が広がり、「まち
づくり」を体感することができた。 
 今回の教材開発は他の地域でも応用が可能である。今後も更なる研究事例をまとめて、
今後も色彩の活用方法を提案し、実践していきたい。 
 
６.謝辞 
 本実践研究にご協力して下さった皆様、ご参加くださった皆様に感謝申し上げます。 
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１ 外崎由香「色彩研修がもたらす地域活性化の可能性 : 地域活性化ツールとしての色彩研修の
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実戦研究 その 2」藤女子大学紀要,(23),2016.3,pp29-43. 
３ 当時の札幌高専（現在は札幌市立大学）の宮内教授研究室で景観色彩をデータ化するソフト
を開発しカラーパレットが完成した。70 色という色数の選定は「48 色では少ない、100 色で
は多いので 70 色にまとめた。」2017 年 2 月 16 日、札幌ポールスターホテルでの講演会で直
接ヒアリング。 
４ 札幌市企画調整局計画部都市計画課 都市景観担当
https://www.city.sapporo.jp/city/mayor/interview/documents/shikisai.pdf 
５ 外崎由香「札幌の景観色 70 色の特徴と比較研究」, 日本色彩学会誌,（36）pp.24-25,201505. 
６ 外崎由香まちを彩る「札幌の景観色 70 色」の活用方法大通公園のベンチ塗替えプロジェクト,
日本建築学会北海道支部，2016 
７ クラウドファンディング crage（くらげ）、札幌市内のコピーライターなシステムエンジニア
などクリエイターらの団体。 
８ 北海道新聞 2016/5/28 掲載、 読売新聞 2016/6/20 掲載、FM ラジオ AIR-G 2016/7/8 放送、
札幌市公式 HP 2016/7/20 掲載 FM ラジオノースウェーブ 2016/7/22 放送、JCOM 札幌人図鑑
2016/8/1 放送、NHK ほっとニュース北海道 2016/12/14 放送、時事通信 2016/1/23 掲載、箱
庭 2017/1/30 掲載、北海道ライカーズ 2017/3/29 掲載。 
９ 会場は札幌市生涯学習センターちえりあ、Kids アート教室（主宰：くどうえり）の協力を得
て実施。 
１０ 就労移行支援事業所とらーわーくの協力を経て実施。 
１１ 就労継続支援 B 型ぽからの協力を経て実施。 
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